社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第7回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年12月17日（土）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）

　　　　　　事務局長
　岡本

　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田

(総務委員会）鈴木(将)、櫻井(絢)

(総合相談委員会）森池

(研修委員会)　周藤

(独立型社会福祉士委員会)　川島

　　　　　　会員外理事
　西城、川口、石塚
委任状提出理事
　五十嵐、染野、丸
　　委任状提出会員外理事　池亀、石川
欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1） 各委員会報告事項に対する質疑

（２）議事1．社団法人千葉県社会福祉士会組織規程について
　　　　2．平成24年度事業計画及び予算案について

　　　　3．その他

（３）その他　各委員会、部会間の協力、運営強化についての協議
5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から開会挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議題

（1） 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
1． 災害対策委員会より（資料ｐ4）
· 12月11日いわき市ボランティア支援活動報告。災害対策委員会のメンバー浦安市社協の榑林さん、鈴木（将）理事が参加いただいた。
（２）議事
1．社団法人千葉県社会福祉士会組織規程について

・あらたに委員会が発足したため組織図を改訂（資料p15）
· 選挙管理委員会の組織位置について意見・・選挙管理委員会は倫理委員会同様に理事会とは別に位置づけられなければならないので、理事会の下というのはおかしい。
· 選挙管理員会の組織位置を訂正した上で承認を求める・・承認

2．平成24年度事業計画及び予算案について
· 各委員会から提出いただいた事業計画及び予算案を23年度第2回総会への提案事項としたい。（資料ｐ16～ｐ23）
· 平成24年度予算案支出の部について事務局より訂正・・6繰越金の項目が漏れてしまっているため、項目追加し訂正した上で承認を求める・・承認
· 23年度第2回の総会資料の会員への発送は1月中を予定している。事業計画及び予算に追加や訂正ある場合には12月中にお願いしたい。

3．その他
１、日本社会福祉士会への入会議決報告

· 日本社会福祉士会（以下、日本会）から、連合体移行に関して連合体組織入会申込書の提出を求められている。（資料ｐ24）
· 千葉県社会福祉士会では、定款の変更が総会で議決されていないため提出を保留にしていたが、厚生労働省の申請にともない入会申込書の提出を12月中と再度日本会より依頼があった。

· 定款の変更はまだだが、連合体移行への議決は平成22年第2回総会で可決されているため、入会申込書を提出することに承認を求める・・承認
２、ぱあとなあ千葉運営委員会　鈴木（勝）理事より

・生涯研修制度が新しくなるにあたり（特に基礎研修1回制から3回制となること）、24年度のぱあとなあ成年後見人養成研修の受講要件については、23年度以前までに基礎研修を1回終了していれば認める、と日本会ぱあとなあブロック会議で確認。
・25年度以降についての受講要件については未定であるとのこと。

３、社会福祉士養成校協会　川口会員外理事より
· 社会福祉士の仕事は見えにくい部分あるため学生向けのPRビデオ等作成検討している・・社会福祉士とはなにか、学生によるインタビュー、震災と社会福祉士など内容を検討しているが、千葉県社会福祉士会へ協力を依頼したい。
（３）その他　各委員会、部会間の協力、運営強化についての協議

・24年度から認定社会福祉士を取得する目的により生涯研修制度が大きく変わる。
· 特に基礎研修が1回制から3回制に変わり、下記のように開催していくこととなる。

24年度　　25年度　　　26年度　　27年度　・・・

基礎研修Ⅰ　基礎研修Ⅰ　基礎研修Ⅰ　基礎研修Ⅰ・・・

　　　　　　　基礎研修Ⅱ　基礎研修Ⅱ　基礎研修Ⅱ・・・

　　　　　　　　　　　　　基礎研修Ⅲ　基礎研修Ⅲ・・・

· 研修時間も変更となり、従来基礎研修3時間だったが、基礎研修Ⅰは15時間となり、受講生には事前課題や中間課題が出される。

· 基礎研修の講師について、日本会が開催するリーダー養成研修を受講した方が担当する。今回、研修部会から浅見さん、瀧澤さんに受講いただいた。

· 共通基盤研修（6領域）も開催するが、県単位での開催は講師やスタッフの確保が難しいと考えられ、関東近辺の社会福祉士会合同の開催も視野にいれる。

· 大幅に研修時間や開催日数が増えるためスタッフ確保の問題。公表事業は今年度で終了してしまうため公表部会がなくなってしまう可能性があるが、公表部会に関わっていただいていた会員に今後も会に継続して関わっていただきたいので、研修部会へご協力いただけないか公表部会の丸理事を通じ依頼をした。
· ケアマネ部会での活動を通し、研修部会という組織のなかから例えばプロジェクトチームを発足して研修の企画・運営をしてはどうか、周藤理事から提案。

· 新入会員やこれまで会とかかわりがなかった会員が、部会に参加するというかたちで会にかかわれるように各委員会で取り組んでほしい、神山会長よりお願い。
